FLTA 4月例会




2004年4月23日@10号館L101教室



シンポジウムの目的
(1)　大学院留学についての情報提供

(2)　日本で学位取得を目指すことの長所と短所

特に、上記(2)を今回の企画の主眼とする。学位取得目的でない、1年程度の滞在が増えているという現状に注目し、日本国内でも可能なこと、もしくは、むしろ、日本で研究するほうが有利な面を確認する。さまざまな留学経験を持つパネリストが論点を提示し、その後、フロアを交えて討議する。主な論点は留学のプラス面、マイナス面となるが、それ以外にも多くの問題点がある（いつごろから、どのような留学計画を立てたか？、なぜ修士課程／博士課程を選択したか？、留学の時期と期間は？、お金の問題／資金計画は？、コース・ワークとは？、研究テーマの選択はどうしたか？）。
パネリスト

　　藤井彰子（Georgetown University）

　　稲垣善律（The Ohio State University at Columbus）

　　大橋理枝（Michigan State University）

　　石井友子（The University of Nottingham)

スケジュール

19:00-19:05　趣旨の説明、パネリストの紹介

19:05-19:25　パネリストによるコメント（各5分）



19:05-19:10　藤井



19:10-19:15　稲垣



19:15-19:20　大橋



19:20-19:25　石井

19:25-19:40　パネリストによる追加のコメント

19:40-19:45　フロアを交えての質疑応答

19:45-19:50　まとめ
19:50-20:00  事務連絡
パネリストへの質問
◆藤井彰子（Georgetown University）

Q いつごろから、どのような留学計画を立てたか？

A 言語情報の修士課程から博士（後期）課程に進学した頃から留学を計画し始めた。

Q なぜ修士課程／博士課程を選択したか？

A 修士号は既に取得しておりましたので、博士号取得へ向けて時間を費やしたいと思った。

Q 留学の時期と期間は？

A D2の秋より2年間アメリカで過ごした。

Q お金の問題／資金計画は？

A 大学院からの奨学金(3年間のGraduate Assistantship)と日本の団体からの奨学金（2年間）を合わせて、学費、生活費を支払うことができた。大学院を決定する段階でも大学院からの奨学金も考慮した。

Q コース・ワークとは？

A ジョージタウンでは言語学の基礎科目を2年間（3科目×4学期）受講することにより必要単位を満たすことができた。言語情報で取得した単位もだいぶ認めてもらったこともあり、この期間でコースワークを終了することができた。

Q 研究テーマの選択はどうしたか？

A 授業を受けるうちに、教授の研究助手を務めているうちにおおまかな方向性は見えてきた。というのも、先生方の専門に合うテーマでないといけないので、選択の余地も限られている。つまり、分野と理論的アプローチが先に決まる。その後、参考文献リストと先行研究のまとめ、今後どのような研究が必要とされているかの論文を提出し、口頭試問を受ける。この試験に合格すると、次にプロポーザルと称して先行研究のまとめに加え、より具体的な研究計画、データ収拾方法や分析方法などを網羅した論文を提出する。このようにプロセスが明確なので、素直に従えばトントンと決まるはず。ここで必要以上に迷ったり、先生の気をうまく引くことができないと長引く原因となるかもしれない。

Q 留学のプラス面、マイナス面は？

A プラス面：　週7日間、毎日24時間研究に没頭できること。こんなに集中して勉強する時間は二度とないと思われる。また、教授の研究助手を務め、先生と共同研究をしたり、先生の実験のお手伝いをさせて頂いた経験が自分の論文や研究を組み立てる上で大変参考になっている。また、大学で言語学の授業を受け持ったこともよい経験となった。

マイナス面：　敢えていえば、教授の興味と自分の研究テーマがうまく合わないといろいろな意味で大変かもしれない。

◆稲垣善律（The Ohio State University at Columbus）

Q いつごろから、どのような留学計画を立てたか？

A いずれ留学しようというのは高校生の時から決めていたが、具体的な計画を立て始めたのは学部3年生の頃。資金計画と同時に、願書の取り寄せ、TOEFLやGREの受験、エッセイや推薦状の準備などについて、留学のガイドブックを参考にしながら計画を立てた。

Q なぜ修士課程／博士課程を選択したか？

A 学部では文学を専攻しており、外国語教育という新たな分野については知識も全くなかったため、当然のこととして修士課程に進んだ。

Q 留学の時期と期間は？

A 学部を卒業した年の9月から翌々年3月までの1年半。

Q お金の問題／資金計画は？

A 留学先大学からの奨学金、学部生の頃からの貯金、そして現地でのアルバイト（日本語補習校など）による収入で遣り繰りした。

Q コース・ワークとは？

A この分野の専門的知識を身につけることが第一と考え、下のうちのPlan Bを選択した。必修科目以外には、主に言語学、心理学、統計学、そしてコンピューター関係の授業を履修した。

(Plan A) 45単位＋修士論文　(Plan B) 50単位＋論述試験（4時間）

(Required Courses)

Master's Seminar on Research and Developments (3 Credits)

Studies in TESOL and Bilingual Education (3 Credits)

Developing Second Language Materials (3 Credits)

Second Language Syllabus Design (3 Credits)

Foreign Language Testing (4 Credits)

Individual Studies (with advisor or designee) (3-6 Credits)

Teaching Advanced Foreign Language Courses (3 Credits)

Teaching English to Speakers of Other Languages (4 Credits)

Seminar in Language Plannning (3 Credits)

Q 研究テーマの選択はどうしたか？

A 留学時からいくつかのテーマに関心を持っていたが、帰国後の1年間の高校教員経験から、現在の研究テーマ「動機づけ」に行き着いた。

Q 留学のプラス面、マイナス面は？

A　プラス面（研究に関して）：　図書館や情報処理室などの施設が充実しており、学習環境が整っている。SL環境での言語習得について調査したい場合は、被験者が得やすい、など。

　プラス面（上記以外）：　英語力を鍛えることができる。異文化を肌で体感することができる。自らの国について再認識することができる、など。

　マイナス面：　経済的、精神的負担がある。安全上の問題がある。日本での就職、進学を考えた場合、準備がしにくい、など。

◆大橋理枝（Michigan State University）

Q いつごろから、どのような留学計画を立てたか？ 

A 修士に入る際に、いずれは留学することを考えるように主任に言われた。フルブライトの1次審査が5月末締め切り、2次審査が7月末締め切りだったので、そこで必要なもの（「留学の目的」の文書など）はこれらの締め切りに合わせて準備。具体的な準備（候補校を調べる、願書を取り寄せる、など）を始めたのはM2の夏。留学年数は、費用や勉強の進み具合をみて判断しようと思っていた。学位取得を目的とすることは決めていたが、留学先で滞在中に取るか、日本に帰国してから取るかなど具体的なことは未定。 

Q なぜ修士課程／博士課程を選択したか？ 

A 日本で修士を取ったので博士課程で留学するのが妥当だと考えた。留学先を選んでいる時点では早く帰国したい理由があったので、博士課程から入れてくれる大学を選んだ。 

Q 留学の時期と期間は？ 

A 結局、D1の夏から4年8ヶ月ほど。学位を取ってから帰国。 

Q お金の問題／資金計画は？ 

A 受けた奨学金はフルブライトのみ、受からなかったら自費で1年、のつもりだった。フルブライトで全額支給枠に通ったので、1年目は全額支給を受け、2年目は1年間で$12,000をもらいつつ留学先でTAをやり、かつ後半に育英会奨学金の受給を再開した（育英会もフルブライトも政府のお金なので、建前上は同時には受給できないことになっている）。3年目は留学先でTAと育英会からの奨学金。4年目、5年目は留学先でRAをやった。

Q コース・ワークとは？ 

A アメリカの大学は博士課程でも大抵必修科目があると思う。卒業に必要な単位数は学校・学部によって多分違う。私の場合は必修・選択合わせて42単位を3年間で取得（更に博士論文が加わる）。東大の単位は一切振り替えなかった。 

Q 研究テーマの選択はどうしたか？ 

A 留学先の授業を聞いたり、リサーチ・チームで研究をしていきながら決定。 

Q 留学のプラス面、マイナス面は？ 

A プラス面：学業的な成果、自分自身の再発見、視野の拡大、価値観の複化、現地でしかできない体験・経験、他の場だったら知り合わないような日本人と知り合う機会。
マイナス面：今は思いつかないが、曲げたくない人生設計がある場合には要注意？ 

◆石井友子（The University of Nottingham)

Q いつごろから、どのような留学計画を立てたか？ 

A 1999年夏頃から情報収集、2000年9月に現在の指導教官とコンタクトを取り始める 

Q なぜ修士課程／博士課程を選択したか？ 

A 修士は東大で取得したので。
Q 留学の時期と期間は？ 

A 2001年9月～2003年7月。
Q お金の問題／資金計画は？ 

A 部分的に奨学金。
Q コース・ワークとは？ 

A イギリスの大学では、コース・ワークがない所が多い。
Q 研究テーマの選択はどうしたか？（日本での継続？新規？） 

A 修士論文を書きながら強く問題意識を感じた部分に焦点を当てた。
Q 留学のプラス面、マイナス面は？ 

A プラス面： 文献へのアクセスの良さ、研究に集中できる環境、日本からは参加しにくい学会への参加。
マイナス面： データ収集が困難、経済的な不安。
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